
取 組 内 容 ◆ねらい
　行事の由来を知り、節句の行事を楽しもう！
◆内容
　鯉のぼり寿司や笹巻き作りをしよう！
　ゆめっこ大綱引き大会＆菖蒲あげ
◆参加者
　全園児１０７名　トライやる中学生8名　職員28名　　合計143名

◆計画に向けて
　１）旧節句6月5日（日）の行事を前に菖蒲あげ（1日）菖蒲つなひき（1日）
　２）4日（月）笹巻づくり・・・笹とり（1日）トライやるウイークの中学生と共に
◆当日の内容
　１）・笹とり・・・園周辺の竹やぶから、笹とり体験
　　　　　　　　　節からとると、はさみを使わなくてもよいことを知らせる
　　　　　　　　　園に持ち帰り、水洗いをする。～冷蔵庫で保存する。
　　　※保護者への協力を依頼し、家庭より笹を持ち寄り、笹巻づくりに使用
　２）菖蒲を頭に巻き、ゆめっこ菖蒲綱引き大会開催（6月1日）
　　　屋根に菖蒲をあげる（各年齢が、屋根をめがけて屋根ふき行儀に参加）
　　　※　高い屋根めがけて、一生懸命に投げる園児の姿あり、応援する姿あり
　３）4日（月）5歳児が笹巻づくりに挑戦する。人数も少なく、5歳児20名と職員5名で
　　　挑戦する。笹の中央に団子を包み、上部をビニールタイで止める。
　　　また、三角（あめ包み）にも挑戦。5歳児は、あんこ入れにも挑戦した。
　　　○蒸しあがった、笹巻は、熱々をいただく。１～４歳児はおやつにいただく。
　　　○4歳児は、園外保育で収穫したよもぎを使って、ヨモギ団子づくりをし、全園児と
　　　　祖父母にヨモギ団子を作り、いただいた。（サツマイモの苗植えの際）
◆行事を終えて
　　伝統行事を大切に受け止め、園児の体験を一つの流れとして、つながりのある教育
　　保育として進めることができた。笹巻づくり、菖蒲上げ、菖蒲綱引行事を、園の行事
と
　　として、取り園全体が、心と体で行事を体験できたことうれしく思う。また、この経験
が
　　家庭生活の中や、いろいろな場面役立ち、園では、異年齢の交流の時間とし共有で
き
　　たことをうれしく感じている。
　　　笹の取り方は、園児も職員も中学生も初めて知る機会となった。
　　　園で栽培した野菜を、鯉のぼの目玉にするなど、作る喜びや育てる喜びなど感じ
　　命の大切さに気付く機会となった。

「食育月間」の取組実績

課・事務所・市町名 新温泉町立ゆめっこ認定こども園

取 組 の 名 称 行事食を知る。「こいのぼり寿司・笹巻きづくりを友達と一緒に作り、味わう。」


